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研究課題 研究代表者所属・氏名 関連ミツション 成果概要
蟻害を受けた木質部材の 京都大学生存圏研究 蟻害を受けた3種の木質部材について曲げ破壊及
残存耐力1こ関する研究（新 所・森　拓郎 ぴ圧縮試験から残存耐力を測定した。部材の密度








3 診断技術の開発（継続） 究科・奥村正悟 ④ 測定が有効であることから、水素濃度と湿度との関係を検討した。相対湿度75，85％でイエシロァ
リの摂食が活発であった。
生物劣化1こよる木材の強 工学院大学建築学科・ 蟻害を受けた木材の強度モデルを横圧縮と縦圧
4 度補強方法の研究（継続） 宮澤健二 ④ 縮について提案し、実験地と理論値を比較・検討
した。
廃食用油を用いたリサイ 富山県林業技術センタ 廃食用油かb製造した錫石鹸を注入処理した本








7 一夕ベースの構築（継続） 質・環境システム工学 ②、① て、菌株保存機関の標準菌株とDN＾配列を比較し、科・堀澤　栄 1菌株を同定できた。研究を継続してさらに充実
したデータベースを提供する。
3．特記事項
　DOLで行われた研究成果を広く社会に公開するために、研究成果報告会を平成17年度以降年1回の割り
で開催、あわせて成果報告集を出版している。［平成19年度は平成20年2月25日にLSFと合同の研究成
果発表会を開催した］
4．研究成果紹介・共同利用についての学術的紹介
　平成19年度の採択件数は7件、その内6件は継続。新規採択は1件であった。計画された研究は概ね順
調に遂行され、全国共同利用の成果として評価できた。
　室内で飼育中のイエシロアリを用いて、蟻害を受けた木質部材の強度に関する研究課題が2件採択され
ており、それらの学術的意義について紹介する。シロアリの食害様式は、木理に沿って早材部を好むなど
の特色が知られている。しかしながら、その傾向は一定せず、当然、蟻寄木材の残存強度も一般化するこ
とは難しい。「蟻害を受けた木質部材の残存耐力に関する研究」は、非破壊測定（含水率、超音波伝播速度、見かけの
比重）と共に曲げ・圧縮試験から残存耐力を測定、「生物劣化による木材の強度補強方法の研究」はシロアリの食害様式
に幾つかの仮定を設けて、実測値と理論値からモデル化を提案している。蟻割こよって建造物の強度が損なわれる危険
性を査定し、健全な維持・管理が重要であるが、蟻害調査と残存強度との関係から、部材の交換時機を決定できる十分
な情報は蓄積されていない。蟻害の非破壊的調査法の開発と相まって信頼できる残存強度査定法の確立が望まれる。
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